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博物館 総合調査か ら見た博物館 ICT の 現状 と課題

井上　透
＊ 1

〈 概要 〉 昨年 「日 本の 博物館総合調査」 が 5年ぶ りに実施 され た 。 調査結果 の うち ， ウェ ブサイ ト

を 中心 と し た 広 報 活 動や ，電 F化 され た 収 蔵資料 の 活 用，SNS 等来館者 と の 双方向 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ

ョ ン の 広 が り教 育活動 へ の 濬用 な ど博物館 1CTに 開係す る現状 と今後 の 課題 に つ い て考究す る 。
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1 ．は じ め に

　博物館総合調査 （以 下総 合調査 ）は
，平成20

年 まで 文部科学省の 委嘱を受 けた（財）日本博

物館協会が 実施 し て い た。今回 は科学研 究費補

助金を受けた 「目本 の 博物館総合調査研 究 研

究代表 ：篠原徹」 が ，平成25年 12月，日本博物館

協 会 の 協 力 を 得 て 4
，
045 館 を 対 象 に 実 施

し
，
2

，
258 館 よ り回答が あ っ た。井上 は 本研究に

参 庸 し，ICTに関係す る調査 部分を速報値 と し

て 報告す る と と もに
，文 部科学省 が 行 っ た 平成

23年度社会教育調 査 （以下 ，社会教育調 査 ）な

どと比 較 し て
，博物館ICT の 現状 と課題 を明 ら

か に したい。

2 ．ウ ェ ブサ イ トの 開設

　独 自の URL を持 つ 館 は，1775館 78，6％であ り，

内訳 と し て 博物館 （博物館法上 の 登録博物館，

博物館相当施設）765館 89．1％，博物館類似施設

1，010館72．2％ で あっ た。社会教育調 査では，「独

自ホ ーム ペ ージ 」を博物館 （登録 ，相 当）が 1
，
243

館 中 1
，
034館 83．2％類 似 が 4

，
310館 中 1

，
961館

45．5％ で あ り，
2 つ の 合計 で は 59．9％ で ある 。

3 ．収蔵資料台帳 の 電子 化 と 公 開

　電子化 され た 「資料台帳」を 1，　099館 （50．8％）

が持 っ て い た。また1，082館 中554館 （51，2％）が
「ほ とん どす べ て 」 を収録 ・電子化 して お り，
「3／4程度 」 219館 20．2％，「半分程度」 147館

13．6％を含 め る と85，0％に な っ て い た。

　
一方，「博物館の 抱 える課題」 の 調査項 目に

ある 「資料や資料 目録 の デ ジタ ル 化が で きて い

な い 」 にお い て ，「す ご くあて は ま る 」 784館

37．1％ と 「ま ああ てはま る」 831館 39．　7°

／・ の 合

計は 76．5％にな っ て お り，現状で も資料電子化

が不 十分 と考えて い る こ とが推測 され る。

　な お ， 電 子化 され た 資料 の 活用 として は，資

料 目録作成1，287館60．9％，画 像情報公 開565館

26．8％，HPで の 目録情報公 開 208館 9．9％， 文化財

オ ン ライ ン や サ イ エ ン ス ミ ュ
ージ ア ム ネ ッ ト

等外 部デー
タ ベ ー

ス 公 開 145館6．9％で あ り ， ウ

ェ ブを通 じ た利活用 は進ん で い ない
。

　なお ，社会教育調査 はデジタル ア ーカイ ブ の

概念を厳 密に 規定 して お り，5，553 博物館 中431

館 7．8％で あ り，今 回の 総合調査 で の 画像情報公

開 565館 26，8％を大 き く下回 っ て い た 。

4 ．広 報 へ の 活用

（1）広 報活 動 にお け るICT

　広報 に つ い て
，
13項 日の 実施の 有無を複数 回

答で 尋ね た。最 も多い の は 「ウ ェ ブサ イ ト」 の

1，950館 89．1％，次 い で 「社会教育施設等へ の ボ

ス タ
ー

配布」 1
，
670館 76．7％

，
「プ レ ス へ の 広報

依 頼 」 1，668館76 ．5％
，

「地 方公 共団 体広報誌 」

1
，619館 74．4％

，
「学校 へ の ボ ス タ「 チ ラ シ配

布」 1，518館69．5％ が 50％ 以 ヒの 回答で あ っ た。

SNS は 11番 目 の 555館25．6％ で あ り，電子 メ
ー

ル （メー
ル マ ガ ジ ン 等）329館 15．2％ を上 回 っ て

い た。

（2）館種別 の SNS 実施状 況

　SNS の 実施状況 を内訳 を館種別 に み る と
，
全

体 の 実施 率 25．6％ と比較 して，動水植 働 物園 ，

水 族館 植物園 の 機 能を持 っ た 博物館 ）の 実施

率 が最 も高 く9館 75．0％，3倍 で あ っ た。次 い で

動 物 園 が 23館 59．0％ 水 族館が 26館 542 ％ が

50 ％ 以上 の 実施 で あ っ た。美術 168館 37．3％
，総

合 39館 36．1％ ， 理 工 36 館 35．3％
，植 物 園 11館

29．7％，自然史 21館 24．7％ 等 に な っ て い た。動物

園や水族館な ど生 き た生物 を対象 と し
，多 く の

集客力 を持 っ た博物館 ほ どSNS を実施 して い

た。

（3）広報効果

　 「広 報 の 手段 の うち実施 し て み て 効果 の あ っ

た取組」 を ，効果 の あ っ た順 に 3 番 目ま で調 査

し た 。 1 番 目で 最 も高 い の は 「プ レ ス へ の 広 報
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依頼」 714館 36．2％ で あ り，
つ い で 「地方公共団

体広 報誌」 310館 15．8％
，

「ウェ ブサイ ト」 248

館 12．6％ の 順番 とな り
，

「プ レ ス へ の 広報依頼」

が効果があると した館が多か っ た。SNS の 順位

は 11番 目6館 0．3％ で あっ た 。

　 2番 目に なる と，「ウ ェ ブサ イ ト」が最も高 く

351館 18．8％ で あ る が
，

「プ レ ス の 広報依頼」が

333館 17．9％ ，
「地 方公 共団体広 報誌 」 が 330館

17．7％
，
「社会教育施設等へ の ポ ス タ

ー配布」が

293館 15．7％ で 分散化 した傾 向が み られ た 。

SNS の 順位は 10番 41館 22 ％ に 上 が っ て い た
。
3

番 目に なる とさ らに 「ウ ェ ブサ イ ト」 は 414館

24 ．1％ に 上が り，次 の 「社会教育等へ の ポ ス ター

配布」316館 18．4％
，
「地方公 共団体広報誌」194

館 11．3％
，

「学校 へ の ポ ス タ
ー

等配 布 」 188館

10．9％ との 差が 広 が っ た 。 SNS は 8番 目70館

4．1％ に な っ て い る。

　社会教育調査で は，博物館 L243館の 「情報提

供方法 」 と して 「独 自ホ
ー

ム ペ ー
ジ 」 1034館

83．2％が最も多く ， 次 い で 「マ ス メデ ィ ア （放

送 ・新聞）」 964館77．6％で あ っ た。4．（1）で 前

述 した が ， 総 合調査 の 「広報 ・出版活動の 実施」

にお い て も 「ウ ェ ブサ イ ト」 が最 も多 く，次 い

で 「社会 教育施 設等 へ の ポ ス タ
ー

配布」 と 「プ

レ ス へ の 広報依頼」が 同 じ程度あ っ た 。 広報 の

効果か らは ，マ ス メデ ィ ア へ の プ レ ス リリ
ー

ス

への 信頼度が高 い と考 え られ る。

　
一方 ，ウ ェ ブ サイ トを通 じ た 広報 は ， 館独 自

の 判断で情報の 追加 ，更新，削除が 即時に行え

る こ と か ら情報発信 に重要な位置 を 占め て い

る可能性が あ る 。 SNSも同様 に ，館の 積極的な関

与に よ りユ
ーザー

との コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を

促進する こ とが 可能で ある こ とか ら，2 次 ・3

次 的な広報活 動 と し て 効果が 認 知 され て い る

の で は なか ろ うか 。

　館種別に SNSは広報 の 効果があ っ た と した博

物 館を 1番 目か ら3番 目ま で の 合計で 見る と （図

2），動物園 が最も高 く7館17．9％，次 い で 水族館8

館 16．7％，動水植 2館 の 16．7％で あ っ た。こ の デー

タか らも動 物 園 ， 水 族館等集客力が あ る博物館

ほ ど ユ ーザ と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を重視

し，SNSに 取 り組 ん で い る こ とが推測 され る 。

（4）SNS 実施の 有無 と入館者数

　総合調査 に SNS を実施 して い る とした 555

館 の 中，542館が平成 24年度の 年 聞入館者数を

回 答 し て い た 。 館種 別 の 平均 入 館者数 を SNS

実施別で 見る と，

　SNS を行 っ て い る 542館 の 平均入 館者数 は

153，213．7人で あ り，行 っ て い ない 1，572館の 平

均入 館者数 50
，
237．2人 の 3．0倍 で あ っ た 。

　SNS実施館で 平均入 館者が最 も多か っ た の は

水族館の 26館647，983．0人で あ り，次い で 動物

園 の 23館624
， 562．9人 ，動 水植 の 7館 474，107．6

人 ， 植物園 の 11館212
，
　923 ．7人が 続 い て い た 。

　SNS実施館は未実施館 と比較 し て平均入館者

数が，動水植6，7倍，植物園2．9倍 ， 美術 2．5倍 ， 動

物園 2．4倍 ，歴 史 L8 倍，水 族館が 1．7倍，郷土 1，7

倍，総合1．6倍 な ど大き な差 が あ っ た 。 全 て の 館

種 にお い て SNSの 博物館 へ の 導入 は，入館者数

増加 の 要因にな っ て い る可能性が あ る。

5 ．教育活動 へ の 活用

ICTを活用 した教育活動は，「HPで の 解説実施」

591 館 27．3％，「音声 ガ イ ド配 備 」 259 館 11．9％，

「タブ レ ッ ト等 に よる鑑賞支援」107館 4．9％で，
「解説 シ

ー
ト作成」 45．2％，「出品 目 録 作成」

40，5％，「有料 の 展 示解説 書作成」 32．7％等 の 印

刷 メディ ア に比較 して 少 なか っ た。

　「博物館 の 抱 え る課題 」の 「工CTを利用 し た新

し い 展示 方法が導入 で きて い ない 」 にお い て ，

「す ご くあ て は ま る 」 1031館49．0％，「まああて

は まる」 797館 37．　9Y。の 合計が 86．9％に なっ て い

る と回答 し てお り，ICTの 展示 教育活動 へ の 導

入 が不 十 分 と考え て い る博物館が 多い こ とが

明 らか に な っ た。

6 ，お わ りに

　本研 究は JSPS科研 費25282079 の 助 成 を受 け

た 「口本の 博物館総合調 査研 究」の
一

環 と して

実施 した も の で あ る。紙 面 の 制限に よ り図表を

省略 し たが ， 今後 発刊 され る研 究報告書や博物

館 白書に よ り詳細データをご覧い ただ きたい 。
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